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１．研究計画の概要 

工場生産ラインの管理や大型機器類の運
転・メンテナンス等の共同作業では、作業者
間で作業対象や環境に対する注意を分担し、
作業チームと環境が一体となった認知主体
として機能する必要がある。しかし、作業者
間のミスコミュニケーションによる機能不
全が起こった場合、作業の失敗や場合によっ
ては事故に繋がる危険が生じる。本研究では、
こうした共同作業の機能不全を防ぐために、
作業中の注視や身体動作データに基づいて
ミスコミュニケーションを検出する指針を
築くことを目標とする。 

 当初の計画は以下の通りであった。 

初年度: 既存のデータを詳細に解析し、その
結果に基づき新データを収録する。 

 2年目: 初年度収録データの解析およびミス
コミュニケーションモデルの構築。 

 3年目: 引き続き初年度収録データの解析お
よびミスコミュニケーションモデルの構築。
加えて、簡易化したセンサを用いたデータ収
録 

 4年目: 簡易センサ版データに基づくモデル
構築。 

２．研究の進捗状況 

初年度に解析を終了する予定であった既存
のデータで、視線とモーションデータの統合
に予想以上の困難が見られたため、初年度中
に着手する予定であった新規データの収録
が 3年目にずれ込む結果となった。具体的に
は、個人ごとの頭部・眼の位置・瞼・睫等の
差により、有効視線データ範囲に個人差が見
られたこと、それら個人差を反映した上で注
視位置計算に狂いが無いかの最チェックが
必要になったことが主な理由である。ただし、
センサを簡易化したデータについては、3 年

目に収録したデータの際に合わせて記録す
ることが出来たので、現在簡易化モデルも同
時進行で検討中である。 

 また、分析の結果、作業ミス発生の際に作
業対象への共同注視の欠如や作業者間の共
同注視の欠如等が見られる傾向はあったも
のの、それらの現象があれば必ず高確率で作
業ミスが発生する訳ではないことが観察さ
れた。すなわち、ミスコミュニケーションが
発生しやすい注視状況の条件は設定可能で
あるが、それらの条件が揃っていても、そう
でない場合に比して作業ミスが起こりやす
いという程度で、それらの条件のみでは高精
度の作業ミス予測を行うには不十分である
と考えられる。さらに、作業ミスを起こしが
ちな作業者は視線が不安定に動きがちであ
ることが観察されている。また、視線が不安
定な作業者がいても、リーダー格の作業者が
そうした作業者への注視確認を行っている
限りは作業ミスが発生しにくいことが示唆
されている。作業ミス発生を防止するために
は、上記のミスコミュニケーション以外の要
因をも考慮する必要がある。 

 

３．現在までの達成度 

③やや遅れている 

  現状では 2で述べたように、データ統合に
想定外の時間がかかったため、モデル構築が
遅れている。ただし、簡易版センサデータに
関しては、現在では詳細データと合わせて収
録するノウハウが出来ているため、今年度の
分析で遅れをカバーすることが可能と考え
る。より重要な点は、ミスコミュニケーショ
ン要因以外についても検討が必要となった
点であり、データ解析の結果次第では、今年
度にデータを補強するため追加の実験を行
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う必要が生じる可能性がある。 

４．今後の研究の推進方策 

 昨年度収録データを分析中であり、ミスコ
ミュニケーションの検知の際に簡易データ
でどの程度の検出が可能かを検討する。また、
ミスコミュニケーション以外の要因につい
ても可能な限り検討を行い、必要があれば追
加データを収録する。 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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